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４．指定管理業務にかかる収支状況
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指定事業費

内人件費   　  　Ｄ

内外部委託費   Ｅ

サービス改善の状況

0 0

年間5

年目1年間のうち5

・夏には提灯の飾りつけ、冬にはクリスマスツリーや雪だるまなど、季節に合った装飾を施設に施すことによって、利用者の満足度向上に努めた。

人件費率　　　　　Ｄ／Ｂ 37.18% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

※着色セルは、自動計算としている。

外部委託比率　　 　Ｅ／Ｂ 19.93% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

0

4,047,613自主事業費

事業収支　　　　　Ａ－Ｂ -1,755,936 0

20,387,832

38,033,735

98,253,319

102,300,932 0 0 0 0支出計

16,758,218その他

3,936,778自主事業収入

自主事業実施（多目的広場）

利用料収入　　　　 　　 Ｃ

0

79,850,000指定管理料

収入計

区分

100,544,996 0 0 0

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

6 6

12 12

80 76.4

・施設でコンサート等を実施した際にアーティストにいただいたサイン色紙を常設展示することによって、利用者の満足度向上に努めた。

・多目的広場の利用がない好天時には、テーブル、椅子、パラソル等を設置し、利用者の利便性向上に努めた。

・まちづくり団体と共催して作成したアート等を施設内の壁面に設置することによって、利用者の満足度向上に努めた。

・道の駅パンフレットをリニューアルし、まちなか周遊マップも盛り込むことによって、道の駅周辺の回遊を促進する工夫を行った。

50 43.9

55,800 42,724

平成３０年度
目標 実績

単位
実績

令和２年度
目標 実績

令和元年度
目標 実績

指定管理施設事業評価票(平成３０年度分）

観光経済 商工

施設名
名称 日光市中心市街地集客拠点施設

所在地 日光市今市719番地1

（様式第３号）

指定管理者

名称 オアシス今市・日本コロムビア・五光宇都宮店共同事業体

代表者名 株式会社　オアシス今市　代表取締役　堀井正喜

住所 栃木県日光市平ケ崎200番地1

補足説明

指定期間 平成30年4月1日 令和5年3月31日

選定方法 非公募 評価実施年

施設設置目的

（ 単位：円 ）

主な実施事業

人

%

%

回

回

①多目的ホールの利用促進に関する事業
②日本のこころのうたミュージアム・船村徹記念館の利用促進に関する事業
③目的広場の利用促進に関する事業
④市民ギャラリーの利用促進に関する事業
⑤日本の心の歌等に関する情報収集、調査研究に関する事業
⑥各施設の利用に関する事業

中心市街地の活性化に寄与するための複合施設として、日光市中心市街地集客拠点施設を設置する。
（日光市中心市街地集客拠点施設設置条例第１条）

成果指標

ミュージアム利用者数

多目的ホール稼働率

多目的広場稼働率

自主事業実施（多目的ホール）

令和４年度
目標 実績

令和３年度
目標



５．管理運営状況

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。
必要な資格、経験を有する人員が確保されている。
事業計画に即し、計画的に研修等を年1回実施している。
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており、適切である。
外部委託業者に対して、協定書等を遵守させている。
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。
個人情報保護に関する法令を遵守している。
個人情報の漏えい、滅失等の事故防止策に対する研修を年1回行っている。
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。
協定書に従い、情報を適切に管理し、公表している。
業務日誌等を適切に整備、保管している。
点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。
協定書に従い、各報告書等を、市に提出している。
市、関係団体等との連絡調整を適切に行っている。
事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。
緊急時のマニュアルが整備され、年1回訓練を行っている。
避難経路が適切に確保されている。

協定書に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。
事故防止及び安全確保のための研修を年1回行っている。
利用許可、案内等を迅速かつ適切に行っている。
利用者に対して、設備、備品等を適切に提供している。
言葉遣い、態度、服装等接遇が適切である。
事業計画に即し、受託事業を実施している。
施設の目的に沿った自主事業を実施している。
事業内容がサービス水準の向上に寄与している。
仕様書等に従い、清掃、警備、衛生管理等を適切に行っている。
仕様書等に従い、施設や設備の保守管理を行っている。
備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。
協定書に従い、適切に修繕を行っている。

事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。
要望、苦情等を整理し、市に報告している。
利用者アンケート調査を実施し、その結果が妥当である。
利用実績は、目標水準である。

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っている。
収支予算書の範囲内で適正に予算執行している。
経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。
収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。

（指定管理者自己評価） H30年度

（所管課評価）

※評価区分

評価基準 A (優良） ＝ 協定等の遵守に加え、仕様書より優れた管理が行われた。

B（良好） ＝ 協定等を遵守し、仕様書に沿った管理が行われた。

C（要改善） ＝ 一部、協定等が遵守できていない。又は、不測の事態等により仕様書に沿った管理ができなかった。

※施設所管課は、指定管理者に対するモニタリングや事業報告書の内容等を踏まえ、評価します。

※数値が記載されているものに関しては、数値目標達成がＢ評価となります。

総括評価 A (優良） ＝ 評価項目のうち、Ａ判定が80%以上 総合評価 A (優良） ＝ 自己評価、所管評価の《総括》にCが含まれず、かつAが４つ以上ある。

B（良好） ＝ Ａ、Ｃ 以外 B（良好） ＝ Ａ、Ｃ 以外

C（要改善） ＝ 評価項目のうち、Ｃ判定が20%以上 C（要改善） ＝ 自己評価、所管評価の《総括》にCが２つ以上含まれる。

広報活動

苦情等対応

B
環境配慮 環境配慮率選考計画取組点検表において、（１）が取組項目の2/3に達している。

連絡調整

管理記録
B B
B B
B B

事業運営
B B
B

緊急対応

B

B B
B B

B

B

前年度総合評
価

総合評価 Ｂ（良好）

収支状況
総括 「経費の収支等」に関する評価【４項目】

経費縮減

③
安
定
性

予算執行

B B
B B

B B
B B
B B

・指定管理者として、一般市民から求められるサービス要求が増加する中、限られた雇用人数の中で個々のスキルアップに尽力した。

・施設内連携について、商業施設との連携に努め、両社でできる限りの協力を行っていた。

・地域連携施策については、防災拠点としての地域とのかかわりを深め、平常時から様々な行事に積極的に参加することで、災害時に役立つよう尽力した。

維持管理
B B
B B
B B

B

B B

B B
B B
B B
B B
B B

B

B B
B B

B B

B B

評価項目 評価基準
指定管理者
自己評価

施設所管課
評価

①
サ
ー
ビ
ス
の
履
行
の
確
認

B
B B
B B

総括 「業務の実施体制」に関する評価【１7項目】

情報公開

個人情報保護

B

法令遵守等

外部委託

人員体制
B B

と連携した事業や協力を行ったことや地域の催しに積極的に参加されたことは評価できる。しかしながら、施設の利用状況に関しては未達成となっている。

昨年度は、指定管理者が変更となり、スタッフの入替えがあったことや、船村徹氏が逝去されて間もなかったこともあり、通常よりも多くの来館者に恵まれた

ことも考えられるが、積極的に旅行会社等への営業活動やリピーター獲得に向けた施策を実施することによって、目標水準の達成に努めてもらいたい。

B B
B B

・限られた指定管理料の中で、目標達成に尽力したが様々な要因により利用率が未達となってしまい、今後の施策について新年度も改善施策を講じていく。

経理事務

利用状況
総括 「業務の内容・水準」に関する評価【１８項目】

所見
（成果・課題等）

　リピーター獲得に向けて自主事業として実施した多目的広場でのイベントや、アーティストのサイン色紙の常設展示等を実施したこと。また、まちづくり団体

利用者アンケート B B
B C
B B

②
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価

施設管理

利用者対応

B B
B B

B B
B B

B

B B


